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「
物
価
高
で
、
年
金
減
ら
さ
れ
、
医
療
費
ま
で
引
き
上
げ
ら
れ
た
ら

生
活
で
き
な
い
」
と
、
医
療
費
負
担
２
倍
化
中
止
の
声
が
高
ま
っ
て

い
る
な
か
、
10
月
１
日
か
ら
一
部
の
方
と
は
い
え
２
割
負
担
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
昨
年
の
通
常
国
会
で
強
行
採
決
さ
れ
、
75
歳

以
上
高
齢
者
の
医
療
費
窓
口
負
担
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
１
割
負

担
と
３
割
負
担
に
加
え
、
２
割
負
担
が
追
加
さ
れ
た
も
の
で
す
。
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
引
き
上
げ
も
検
討
が
開
始
さ
れ
て
い
ま
す
。

介
護
保
険
で
は
、
年
明
け
の
通
常
国

会
へ
の
法
案
提
出
を
め
ざ
し
、
過
去
最

悪
の
負
担
増
・
給
付
削
減
の
審
議
が
本

格
化
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
、

「
政
府
が
検
討
し
て
い
る
の
は
利
用
の

抑
制
策
ば
か
り
」
「
物
価
高
と
年
金
減
、

さ
ら
に
医
療
費
負
担
増
の
う
え
介
護
保

険
の
利
用
料
が
増
え
れ
ば
、
サ
ー
ビ
ス

利
用
を
減
ら
し
た
り
や
め
た
り
す
る
人

が
増
え
る
の
は
明
ら
か
」
と
の
声
が
出

て
い
ま
す
。

（
詳
細
は
本
紙
２
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
）

介
護
保
険
制
度
の
分

か
り
に
く
さ
の
一
つ
に
、

「
ロ
ー
カ
ル
・
ル
ー
ル
」

の
存
在
が
あ
り
ま
す
。

介
護
保
険
の
保
険
者
は

市
町
村
で
す
（
複
数
の

保
険
者
が
共
同
運
営
す

る
広
域
連
合
と
い
う
形

態
を
と
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
）
。
市

町
村
ご
と
で
独
自
ル
ー
ル
が
定
め
ら

れ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
、
そ
れ
を
ロ
ー

カ
ル
・
ル
ー
ル
と
呼
び
ま
す
。
多
く

は
介
護
保
険
法
に
明
文
化
さ
れ
て
い

な
い
実
務
レ
ベ
ル
の
ル
ー
ル
が
多
い

の
で
す
が
、
現
場
で
仕
事
を
す
る
者

に
と
っ
て
は
、
時
と
し
て
混
乱
の
元

に
な
り
ま
す
▼
例
え
ば
、
要
介
護
認

定
時
に
必
要
な
主
治
医
の
意
見
書
で

す
が
、
多
く
の
市
町
村
は
主
治
医
に

直
接
郵
送
す
る
形
を
と
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
あ
る
市
町
村
で
は
、
代
行
申

請
時
に
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
手
渡
し

さ
れ
ま
す
。
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
主

治
医
に
届
け
る
か
、
家
族
に
手
渡
し

し
て
、
家
族
か
ら
主
治
医
に
届
け
て

も
ら
う
か
の
方
法
が
と
ら
れ
る
わ
け

で
す
が
、
間
に
立
つ
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

に
と
っ
て
は
ひ
と
手
間
で
す
▼
介
護

保
険
の
住
宅
改
修
に
お
い
て
、
市
町

村
の
担
当
職
員
が
、
事
前
に
「
実
地

検
分
」
す
る
こ
と
を
義
務
化
し
て
い

る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
分
、

改
修
着
工
ま
で
の
待
ち
期
間
が
長
く

な
り
が
ち
で
す
▼
訪
問
介
護
な
ど
で
、

介
護
保
険
対
象
と
な
る
サ
ー
ビ
ス
の

解
釈
に
ば
ら
つ
き
が
あ
っ
た
り
、
申

請
の
際
に
必
要
な
添
付
書
類
が
市
町

村
ご
と
で
異
な
っ
た
り
し
ま
す
。
こ

の
こ
と
は
厚
労
省
で
も
問
題
視
さ
れ
、

ロ
ー
カ
ル
・
ル
ー
ル
撤
廃
の
動
き
も

あ
り
ま
す
が
、
一
朝
一
夕
と
は
い
か

な
い
よ
う
で
す
▼
一
方
で
、
独
自
に

意
欲
的
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る

と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
配
食
サ
ー
ビ

ス
を
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
位

置
付
け
て
い
る
市
町
村
も
あ
る
そ
う

で
す
。
ま
た
、
住
宅
改
修
や
福
祉
用

具
購
入
の
際
、
一
旦
全
額
を
利
用
者

側
が
負
担
し
、
後
か
ら
補
助
分
が
戻
っ

て
く
る
償
還
払
い
と
い
う
方
法
を
と

る
市
町
村
が
多
い
中
、
最
初
か
ら
自

己
負
担
分
の
支
払
い
だ
け
で
よ
い
と

い
う
方
法
を
と
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も

あ
り
ま
す
▼
良
い
面
も
悪
い
面
も
あ

る
ロ
ー
カ
ル
・
ル
ー
ル
で
す
が
、
こ

の
「
個
性
」
を
上
手
く
活
用
し
て
い

く
の
か
、
「
平
均
化
」
し
て
い
く
の

か
は
、
社
会
を
ど
の
よ
う
に
デ
ザ
イ

ン
す
る
の
か
に
通
じ
る
、
大
き
な
課

題
の
よ
う
に
思
え
ま
す
。

介
護
セ
ン
タ
ー
長

長
尾
拓
裕

１
５
０
人
の
仲
間
ふ
や
し
で
４
５
０
０
人
組
合
員
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

ご
家
族
や
お
知
り
合
い
の
方
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

本
紙
3
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い

秋
の
生
協
強
化
期
間
中

後
期
高
齢
者
医
療
の
窓
口
負
担
10
月
１
日
か
ら

年
収
２
０
０
万
円
以
上
は
２
割
負
担
に

さ
ら
に
、
介
護
保
険
利
用
料
負
担
増
な
ど
が

年
明
け
通
常
国
会
で
審
議
に
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後
期
高
齢
者
医
療
窓
口
負
担

10
月
１
日
よ
り
２
割
負
担
を
導
入

75
歳
以
上
の
方
は
、
今
年
９
月
ま
で
は
一

般
所
得
者
が
１
割
、
現
役
並
み
所
得
者
（
住

民
税
課
税
所
得
１
４
５
万
円
以
上
）
は
３
割

負
担
で
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
10
月
か
ら
２

割
負
担
が
加
わ
り
ま
し
た
。

２
割
負
担
に
な
る
方
は
、
現
役
並
み
所
得

と
さ
れ
る
３
割
負
担
以
外
の
方
で
、
収
入
お

よ
び
所
得
が
別
掲
１
の
方
々
で
す
。
高
齢
者

医
療
保
険
の
被
保
険
者
全
体
の
約
２
割
と
見

込
ま
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
改
定
で
は
、
収
入
の
制
限
を
つ
け

て
い
ま
す
が
、
政
府
・
厚
労
省
の
狙
い
は

「
原
則
２
割
負
担
」
に
あ
り
、
収
入
区
分
は

い
つ
で
も
変
え
ら
れ
る
よ
う
に
法
律
に
盛
り

込
ま
れ
ま
し
た
。

２
割
負
担
導
入
を
決
め
た
昨
年
の
通
常
国

会
で
は
、
高
齢
者
は
複
数
の
医
療
機
関
に
か

か
る
方
が
多
く
、
１
割
負
担
で
あ
っ
て
も
、

収
入
に
占
め
る
医
療
費
の
負
担
は
高
く
、
受

診
抑
制
が
起
こ
る
こ
と
が
問
題
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。

政
府
・
厚
労
省
も
こ
の
こ
と
が
分
か
っ
て

い
て
、
３
年
間
だ
け
は
、
負
担
増
の
上
限
を

月
３
千
円
と
す
る
「
配
慮
措
置
」
な
る
も
の

を
つ
け
ま
し
た
（
従
来
は
「
激
変
緩
和
措
置
」

と
い
っ
て
い
ま
し
た
）
別
掲
２
。

10
月
か
ら
は
、
紹
介
状
な
し
で
大
病
院
に

か
か
っ
た
場
合
に
発
生
す
る
特
別
初
診
料
の

引
き
上
げ
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
保

険
給
付
さ
れ
て
い
た
初
診
料
の
一
部
が
外
さ

れ
、
自
費
に
な
っ
た
も
の
で
、
患
者
の
流
れ

を
大
病
院
か
ら
診
療
所
へ
誘
導
す
る
こ
と
が

狙
い
で
す
。
大
垣
市
民
病
院
で
は
５
５
０
０

円
か
ら
７
０
０
０
円
に
な
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険

料
引
き
上
げ
に
つ
い
て
、
社
会
保
障
審
議
会

で
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
国
庫
負
担

割
合
を
減
ら
し
て
き
た
こ
と
に
は
触
れ
ず
、

75
歳
以
上
人
口
の
増
加
に
あ
わ
せ
て
引
き
上

げ
る
仕
組
み
を
つ
く
る
も
の
で
す
。

介
護
保
険
利
用
料
も
負
担
増
を
計
画

来
年
の
通
常
国
会
に
上
程
予
定

改
悪
ス
ト
ッ
プ
を

３
年
ご
と
に
改
定
さ
れ
る
介
護
保
険
で
は
、

２
０
２
４
年
改
定
に
む
け
て
、
社
会
保
障
審

議
会
介
護
保
険
部
会
で
審
議
が
本
格
化
し
、

来
年
の
通
常
国
会
に
提
案
さ
れ
ま
す
。

検
討
さ
れ
て
い
る
内
容
は
、
介
護
サ
ー
ビ

ス
利
用
料
の
原
則
２
割
負
担
や
、
現
行
の
２

割
・
３
割
負
担
の
対
象
拡
大
、
要
介
護
１
・

２
の
訪
問
介
護
や
通
所
介
護
を
自
治
体
の

「
地
域
支
援
事
業
」
に
移
行
、
ケ
ア
プ
ラ
ン

作
成
の
有
料
化
、
介
護
老
人
保
健
施
設
な
ど

で
の
多
床
室
の
部
屋
代
を
徴
収
、
な
ど
で
、

負
担
増
と
給
付
削
減
ば
か
り
に
な
っ
て
い
ま

す
。

署
名
運
動
に
ご
協
力
を

介
護
保
険
制
度
が
始
ま
っ
て
22
年
に
な
り

ま
す
。
こ
の
間
、
別
掲
３
の
と
お
り
負
担
増

や
給
付
の
削
減
が
繰
り
返
し
実
施
さ
れ
、
介

護
を
家
族
ま
か
せ
に
せ
ず
社
会
で
支
え
て
い

く
と
い
う
「
介
護
の
社
会
化
」
の
期
待
は
遠

の
く
ば
か
り
で
す
。
制
度
改
善
を
求
め
る
請

願
署
名
を
本
紙
に
折
込
ん
で
い
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

市
町
で
の
福
祉
施
策
充
実
を

自
治
体
に
よ
り
、
高
卒
ま
で
の
医
療
費
無

料
化
や
国
保
料
の
均
等
割
軽
減
、
介
護
利
用

料
の
一
部
助
成
な
ど
の
独
自
の
制
度
が
住
民

の
要
求
運
動
で
実
現
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
も

あ
り
ま
す
。
医
療
生
協
も
加
盟
す
る
社
会
保

障
推
進
協
議
会
の
自
治
体
訪
問
行
動
を
強
め

て
い
く
こ
と
が
ま
す
ま
す
必
要
に
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。

【別掲１】10月から２割負担になる方

下記の（1）（2）の両方を満たした方です。
(1) 世帯内の被保険者に住民税課税所得が28万円以上の方がいる
(2)「年金収入」＋「その他の合計所得金額」の合計額が、世帯内
に被保険者が１人の場合は200万円以上、２人以上の場合は合
計320万円以上である

※「年金収入」には障害年金・遺族年金は含まれない。「その他の合計所
得」金額は給与収入・事業収入などから給与所得控除などを差し引い
た金額

なお、「現役並み所得」とされる３割負担の方は、従来どおり住
民税課税所得145万円以上の方です。

【別掲３】介護保険20年 負担と給付の主な推移

2006年度 要介護認定に要支援１・２を追加
食費・入居費の有料化

2014年度 消費税８％で区分支給限度額引上げ・
低所得者の保険料軽減

2015年度 要支援１・２の保険給付外し
自己負担２割負担導入
特養入所を要介護３以上に限定

2018年度 自己負担３割負担導入
2019年度 消費税10％で低所得者の保険料軽減
2021年度 補足給付（低所得者の食費・居住費

軽減制度）縮小

【別掲２】2025年９月までの３年間の激変緩和措置

●１か月の通院での２割負担に伴う負担増加額の上限は3,000円で
す（ただし入院医療費は対象外）。

●複数の医療機関を受診していても合計で3,000円が上限です。た
だ、一つの医療機関では負担金は分かっても、他の医療機関の
負担金は分からないので、医療機関ごとに上限3,000円までの負
担はしなければなりません。この場合は複数の医療機関での負
担金合計から3,000円を超える額は自治体より払い戻しされます。
「自動で払い戻します」となっていますので、事前に口座登録
が必要です（口座が登録されていない方に市町村から申請書が
郵送されているはずですのでご確認ください）。
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人参養栄湯は前回紹介しました十全大補湯と

似た処方です。気（＝エネルギー）を補う四君

子湯と血（血行、栄養の循環）を補う四物湯を

合わせたものが中心となります。両者とも1107

年に編纂された「和剤局方」にみられます。人

参養栄湯は、十全大補湯から川芎（センキュウ）

を除き、遠志（オンジ）、陳皮（チンピ）、五味

子（ゴミシ）を追加したもので、腎虚（腎機能

低下、老化の諸症状）にも対応させています。

長期にわたる疲弊と考えたらよいと思います。

また、陳皮、五味子は鎮咳、去痰などの効果

があり、強い疲労に加えて、ＣＯＰＤ（慢性閉

塞性肺疾患）などの呼吸器疾患にも対応します。

この時代に漢方薬に加えられたのが遠志です。

記載は古いのですが、現在使用されている漢方

薬に組み込まれたのはこの時期からです。イト

ヒメハギの根の部分で物忘れに効くとされてい

ます。漢方書には安神（あんしん）、去痰作用が

記されています。遠志は同じ時代の記載となる

帰脾湯（キヒトウ）、加味帰脾湯（カミキヒトウ）

にも加えられており、現在でもうつ病の治療な

どに使われています。

人参養栄湯は、アルツハイマー病の治療にも

使われ始めています。ドネペジル単独とドネペ

ジルと人参養栄湯の併用とでの比較調査による

と、前者では大きな変化はなかったが、後者で

は12～24か月でアルツハイマー病のスコアの改

善、抑うつスコアの改善が見られたとの報告も

あります。成分の一つである陳皮に、動物実験

で老化による脱ミエリンを抑える効果があるこ

とが確認されています。ミエリンは神経細胞の

軸索を覆う絶縁のサヤで、神経伝達には欠かせ

ない部分です。神経伝達の改善が期待できるか

も知れません。これらの成分が直接アルツハイ

マー病を改善する証拠はありませんが、少なく

とも、食欲が改善し、元気が得られれば認知症

の伸展を遅らせることが可能と考えられます。

また加齢変化でフレイルと言う状態に進むこ

とが多くなります。体重の減少、歩行速度の低

下、握力の低下、疲れやすさ、身体の活動レベ

ルの低下などが引き起こされます。アルツハイ

マー病がありますと加速されます。こうしたフ

レイルの状態にある方にも人参養栄湯が服用さ

れることが多くなっています。

空腹時か食前に１回１包、１日２回（クラシ

エ漢方製剤）か３回（ツムラ漢方製剤）の服用

となります。

（月曜と水曜の午前診療を担当）

しずさと診療所医師
粕谷志郎

インフルエンザ11～12月接種日のご案内
【接種日】
毎週木曜（17時～18時）

土曜：11月12日・26日 12月10日(14～16時30分)

日曜・祝日：11月23日 12月4日(９時～11時30分)

【予約受付方法】
★当院に定期診察予約のある方 外来受診時に接

種が可能です。来院時にご相談ください。

★当院に定期診察予約のない方

①インターネット予約

右ＱＲコードをご利用ください。

②電話予約

受付時間 平日14時～17時

予約専用電話：０７０-１５８６-９５７０

【接種料金】
組合員 2,500円 / 13歳未満１回 2,000円(要2回接種)

公費接種 1,700円（大垣市の場合）

※他自治体の方はお住いの市町村窓口にお尋ねください。

※医療生協未加入の世帯の方は１人１回4,000円です。

新型コロナウイルスワクチン接種について
しずさと診療所では、年内インフルエンザワクチ
ンの集団接種を行っていますので、コロナワクチン
接種は年内休止といたします。大変申し訳ありませ
んが、封筒内にあります接種可能医療機関もしくは
大垣市での集団接種にて予約をお取りください。来
年以降の接種実施は現時点で未定となっております
のでご了承ください。

人参養栄湯
にんじんようえいとう

よく使われる漢方薬のご紹介⑪

長期にわたる疲労、慢性閉塞性肺疾患、アルツハイマー病、フレイル
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秋
の
「
生
協
強
化
期
間
」

４
５
０
０
人
組
合
員
め
ざ
し
て

仲
間
ふ
や
し
紹
介
活
動
を

今
年
の
生
協
強
化
期
間
で
は
、
班
づ
く

り
、
班
会
参
加
者
ふ
や
し
、
仲
間
ふ
や
し
、

担
い
手
ふ
や
し
を
中
心
と
す
る
方
針
で
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

あ
な
た
も
班
会
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

ス
ク
エ
ア
ス
テ
ッ
プ
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、

健
康
講
座
な
ど
班
づ
く
り
が
広
が
っ
て
き

て
い
ま
す
。
３
年
に
及
ぶ
コ
ロ
ナ
禍
の
も

と
で
出
会
い
や
つ
な
が
り
が
弱
ま
っ
て
き

た
な
か
で
、
健
康
班
会
の
評
判
が
高
ま
っ

て
い
ま
す
。
４
月
か
ら
の
班
会
開
催
数
、

参
加
人
数
と
も
に
昨
年
と
比
べ
て
２
割
増

で
、
毎
月
２
０
０
人
を
超
え
る
人
が
参
加

し
て
い
ま
す
（
本
紙
班
会
案
内
を
ご
覧
く

だ
さ
い
）
。

仲
間
ふ
や
し

ご
紹
介
く
だ
さ
い

現
在
、
西
濃
医
療
生
協
は
４
３
５
３
人

の
組
合
員
で
す
が
、
今
年
度
４
５
０
０
人

組
合
員
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
こ
の
生
協

強
化
期
間
で
は
１
５
０
人
の
仲
間
ふ
や
し

を
目
標
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ぜ
ひ
お

知
り
合
い
、
ご
家
族
な
ど
に
お
勧
め
い
た

だ
け
ま
せ
ん
か
。
ま
た
、
ご
紹
介
を
い
た

だ
け
ま
せ
ん
か
。

医
療
生
協
活
動
に
参
加
し
ま

せ
ん
か

医
療
生
協
で
は
、
支
部
運

営
委
員
や
各
種
委
員
会
な
ど

の
委
員
、
機
関
紙
『
げ
ん
き
』

の
手
配
り
、
診
療
所
や
介
護

セ
ン
タ
ー
の
草
取
り
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
西
濃
た
す
け
あ
い
の
福
祉

輸
送
運
転
手
、
生
活
支
援
の

有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
担

い
手
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

医
療
生
協
活
動
は
、
組
合

員
の
自
発
的
な
参
加
に
支
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
仲
間
と
い
っ

し
ょ
に
、
健
康
づ
く
り
や
安

心
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

い
き
ま
せ
ん
か
。

全
国
共
同
組
織
活
動
交
流
集
会

オ
ン
ラ
イ
ン
で
全
国
つ
な
ぎ
開
催

全
日
本
民
主
医
療
機
関
連
合
会
と
健
康

友
の
会
、
医
療
生
協
な
ど
の
共
同
組
織
が

３
年
ぶ
り
に
全
国
交
流
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
９
月
11
日
（
日
）
・
12
日
（
月
）
と

２
日
間
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
、
西
濃
か

ら
は
16
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

１
日
目
は
診
療
所
待
合
室
か
ら
オ
ン
ラ

イ
ン
参
加
。
全
体
会
で
の
基
調
報
告
と
近

藤
尚
巳
京
都
大
学
教
授
に
よ
る
記
念
講
演

「
貧
困
・
格
差
に
よ
る
健
康
問
題
と
共
同

組
織
の
役
割
」
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

基
調
報
告
で
は
、
交
流
集
会
の
テ
ー
マ

「
憲
法
・
平
和
・
い
の
ち
・
人
権
を
大
切

に
～
誰
ひ
と
り
取
り
残
さ
な
い
ま
ち
づ
く

り
～
」
に
そ
っ
て
、
共
同
組
織
の
活
動
が

地
域
で
い
っ
そ
う
求
め
ら
れ
て
い
る
と
強

調
さ
れ
ま
し
た
。

記
念
講
演
で
「
高
齢
者
が
交
流
を
持
つ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
サ
ロ
ン
を
ま
ち
に
設
置

す
る
と
要
介
護
認
定
率
が
半
減
す
る
可
能

性
が
あ
る
」
と
、
調
査
の
結
果
を
ふ
ま
え

た
提
言
が
あ
り
ま
し
た
。
点
（
個
人
）
の

健
康
づ
く
り
だ
け
で
な
く
、
面
（
地
域
）

で
の
健
康
づ
く
り
を
自
治
体
と
結
び
つ
い

て
進
め
て
い
く
こ
と
を
ま
ち
づ
く
り
の
大

き
な
柱
に
し
て
い
く
。
そ
の
た
め
に
医
療

生
協
の
役
割
が
求
め
ら
れ
る
と
い
う
点
が

印
象
に
残
り
ま
し
た
。

２
日
目
は
、
全
体
で
は
19
に
分
か
れ

て
分
科
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
西
濃

で
は
そ
の
う
ち
第
１
分
科
会
「
地
域
に

広
が
る
平
和
を
守
る
」
と
第
９
分
科
会

「
地
域
ま
る
ご
と
健
康
づ
く
り
」
に
参

加
し
ま
し
た
。

第
１
分
科
会
で
は
、
憲
法
９
条
を
守

る
、
核
兵
器
廃
絶
、
辺
野
古
新
基
地
計

画
反
対
の
各
地
で
の
取
り
組
み
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。
第
９
分
科
会
で
は
、
フ

レ
イ
ル
予
防
、
血
圧
・
骨
密
度
な
ど
の

健
康
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
を
自
治
体
と
結
び

つ
き
な
が
ら
地
域
に
広
げ
て
い
く
活
動

の
報
告
、
コ
ロ
ナ
禍
の
も
と
で
工
夫
し

な
が
ら
取
り
組
ん
で
き
た
経
験
な
ど
が

報
告
さ
れ
ま
し
た
。

いろんな相談が

できるようにな

りました

私たちのしずさと診療所・介護施設があってよかった

班会に参加して友達もでき楽しく過ごせるようになりました

仲間と寄
り合え

る場所が
あるこ

とで安心で
す
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赤
坂
支
部

健
康
サ
ロ
ン

健
康
サ
ロ
ン
「
介
護
の
世
話
に
な
ら
な
い

た
め
に
」
２
回
目
を
９
月
15
日
に
18
名
の
参

加
者
で
開
催
し
ま
し
た
。
「
口
腔
、
栄
養
」

の
テ
ー
マ
で
診
療
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

科
言
語
聴
覚
士
の
櫛
田
衣
通
子
さ
ん
を
講
師

に
迎
え
、
①
フ
レ
イ
ル
に
つ
い
て
②
食
に
つ

い
て
③
口
腔
機
能
に
つ
い
て
お
話
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

健
康
長
寿
と
は
老

化
を
予
防
す
る
こ
と

で
す
。
心
身
の
老
化

に
早
く
気
が
付
き
、

衰
え
た
機
能
の
回
復

に
向
け
た
運
動
や
訓

練
が
必
要
だ
と
学
び

ま
し
た
。

食
に
つ
い
て
は
、

低
栄
養
は
生
存
に
関

わ
る
重
要
な
こ
と
で
す
。
体
を
動
か
す
た
め

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
筋
力
や
骨
を
つ
く
る
栄

養
が
必
要
で
、
特
に
免
疫
力
を
高
め
る
タ
ン

パ
ク
質
不
足
に
な
ら
な
い
努
力
を
し
て
く
だ

さ
い
。
そ
の
タ
ン
パ
ク
質
を
摂
る
内
容
を
い

ろ
い
ろ
、
具
体
的
に
話
さ
れ
学
び
ま
し
た
。

口
腔
ケ
ア
に
つ
い
て
は
、
ケ
ア
を
し
な
い

と
い
ろ
い
ろ
病
気
の
要
因
に
な
る
の
で
気
を

つ
け
て
ほ
し
い
。
誤
嚥
性
肺
炎
の
予
防
と
食

欲
増
進
に
口
腔
ケ
ア
は
大
事
な
こ
と
で
す
。

ま
た
正
し
い
歯
磨
き
の
ポ
イ
ン
ト
を
学
び
、

飲
み
込
む
力
、
口
、
舌
の
パ
ワ
ー
を
つ
け
る

体
操
を
い
ろ
い
ろ
行
い
ま
し
た
。
口
腔
ケ
ア

に
つ
い
て
あ
や
ふ
や
な
認
識
し
か
な
い
方
が

多
か
っ
た
の
で
、
具
体
的
に
大
切
な
こ
と
を

知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
終
わ
っ
て
か
ら
熱
心
に
質
問
さ
れ
た

方
も
お
ら
れ
、
有
意
義
な
講
座
に
な
り
ま
し

た
。
講
師
の
櫛
田
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

宇
津
時
雄

不
破
支
部

健
康
講
座

「
肩
・
腰
・
膝
に
効
く
運
動
」
に
参
加
し
て

10
月
９
日
に
垂
井
町
中
央
公
民
館
で
、
長

谷
川
賢
治
さ
ん
を
講
師
に
健
康
講
座
が
行
わ

れ
、
21
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

私
は
現
在
71
歳
、
２
０
２
０
年
に
兄
が
亡

く
な
っ
た

の
で
、
今

年
２
月
に

横
浜
か
ら

戻
り
表
佐

の
実
家
に

住
ん
で
い

ま
す
。

帰
郷
の
前
、
２
０
０
６
年
55
歳
の
時
、
脊

柱
管
狭
窄
症
の
手
術
を
し
て
、
１
日
１
万
歩

の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が
毎
日
で
き
る
体
に
な
り

ま
し
た
。
２
０
１
７
年
に
は
左
足
首
骨
折
、

２
０
１
８
年
に
右
膝
変
形
性
膝
関
節
症
の
人

工
関
節
置
換
術
を
し
ま
し
た
。
術
後
、
リ
ハ

ビ
リ
の
た
め
毎
日
１
時
間
以
上
の
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
を
し
て
、
体
重
も
83
キ
ロ
ま
で
減
量
し

ま
し
た
。
た
だ
、
正
座
は
で
き
な
く
な
り
洋

式
ス
タ
イ
ル
の
生
活
に
な
り
ま
し
た
。

今
年
１
月
に
は
左
右
下
肢
静
脈
瘤
除
去
の

手
術
を
行
い
、
体
重
が
１
０
０
キ
ロ
近
く
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
背
を
曲
げ
て
歩
く

よ
う
に
な
り
、
歩
行
が
つ
ら
く
な
り
ま
し
た
。

２
月
の
帰
郷
を
機
に
、
毎
日
ラ
ジ
オ
体
操

第
１
第
２
を
続
け
て
や
る
こ
と
を
決
意
し
、

９
か
月
続
け
て
92
キ
ロ
ま
で
減
量
し
ま
し
た
。

本
日
の
講
座
に
は
腰
痛
予
防
と
歩
行
が
で

き
る
よ
う
に
し
た
い
と
参
加
し
ま
し
た
。
腹

筋
の
衰
え
が
背
を
曲
げ
さ
せ
て
い
る
こ
と
を

教
わ
り
ま
し
た
の
で
、
２
本
の
杖
を
使
っ
て

歩
行
訓
練
を
し
、
体
重
を
減
ら
し
て
健
康
寿

命
を
少
し
で
も
伸
ば
し
て
生
活
を
続
け
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

小
宅

宏

大
垣
西
支
部

楽
ら
く
広
場

よ
う
こ
そ
！
こ
れ
か
ら
も
ご
一
緒
に

秋
晴
れ
の
10
月
１
日
（
土
）
西
支
部
「
楽

ら
く
広
場
」
９
名
の
参
加
。
新
し
く
参
加
の

方
２
名
！
「
丁
度
よ
い
人
数
で
す
ね
」
と
長

谷
川
講
師
。

頭
と
身
体
ほ
ぐ
し
に
準
備
、
整
理
体
操
。

ス
ク
エ
ア
ス
テ
ッ
プ
。
画
面
に
映
し
出
さ
れ

る
よ
う
に
ス
テ
ッ
プ
を
踏
む
。
「
手
を
振
る

と
よ
り
効
果
Ｕ
Ｐ
」
「
手
を
交
互
に
グ
ー
パ
ー

グ
ー
パ
ー
」
次
は
「
手
を
横
に
。
手
を
上
に

あ
げ
て
！
」
「
上
で
す
よ
。
斜
め
に
な
っ
て

い
て
は
肩
凝
り
に
は
効
き
ま
せ
ん
」
「
そ
う

で
す
。
そ
う
で
す
。
そ
う
や
っ
て
」
「
周
り

の
皆
さ
ん
も
応
援
し
ま
し
ょ
う
！
」
と
講
師

の
声
。
運
動
会
の
子
ど
も
た
ち
よ
ろ
し
く
私

た
ち
は
声
を
掛
け
る
。
声
を
出
し
て
さ
ら
に

私
た
ち
の
心
は
高
揚
す
る
。
心
も
元
気
に
な
っ

た
気
が
す
る
。
足
元
に
気
を
取
ら
れ
て
下
ば

か
り
向
い
て
い
る
の
で
と
一
回
終
わ
る
ご
と

に
両
手
と
顔
を
上
げ
て
万
歳
。

朝
か
ら
畑
に
行
き
疲
労
困
憊
で
、
出
席
を

た
め
ら
っ
て
い
た
私
は
、
帰
り
道
に
「
あ
あ

参
加
で
き
て
よ
か
っ
た
。
さ
す
が
障
が
い
者

施
設
で
働
い
て
お
ら
れ
る
先
生
だ
な
」
。
日
々

施
設
で
一
人
ひ
と
り
に
応
援
の
声
を
掛
け
、

指
導
さ
れ
て
い
る
姿
が
目
に
浮
か
ぶ
!
声
を

掛
け
る
っ
て
大
事
だ
な
あ
!!

ち
な
み
に
今
日
の
テ
ー
マ
は
「

発
達
障
が

い
」
。

何
か
の
は
ず
み
で
他
の
人
と
は
違
っ

た
行
動
を
し
て
し
ま
う
。
で
も
今
は
良
い
薬

も
あ
る
と
い
う
。
偏
見
の
目
で
見
な
い
で
！

差
別
を
し
な
い
で
よ
い
声
掛
け
が
で
き
る
人

で
あ
り
た
い
。

声
を
掛
け
合
っ

て
ま
た
お
会
い

し
ま
し
ょ
う
。

皆
が
楽
し
く
笑

顔
で
繋
が
れ
る

地
域
づ
く
り
し

ま
せ
ん
か
。
長

谷
川
先
生
は
私

た
ち
の
悩
み
に

も
答
え
て
く
だ

さ
い
ま
す
。

馬
渕
直
子

お
詫
び
と
訂
正

「
げ
ん
き
」
第
１
３
０
号
（
前
号
）
４
ペ
ー

ジ
の
「
輪
中
館
・
輪
中
生
活
館
に
学
ぶ
」

に
お
い
て
、
左
記
の
誤
り
が
あ
り
ま
し
た

の
で
、
訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
誤
）
旧
和
田
邸

➜

（
正
）
旧
名
和
邸

宇
留
生
支
部

宮
川
惠
子
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く
ら
し
サ
ポ
ー
ト
・
福
祉
有
償
運
送

Ｎ
Ｐ
Ｏ
西
濃
た
す
け
あ
い

８
～
９
月
の
利
用
状
況

「
く
ら
し
サ
ポ
ー
ト
」
で
は
、
病
院
内

の
付
添
、
ゴ
ミ
出
し
・
家
内
清
掃
、
排
水

口
の
掃
除
な
ど
の
利
用
50
回
で
し
た
。

「
福
祉
有
償
運
送
」
は
、
介
護
保
険
の
認

定
や
障
が
い
者
認
定
を
受
け
て
お
ら
れ
る

方
々
な
ど
を
対
象
に
行
う
自
家
用
有
償
旅

客
運
送
で
す
。
通
院
や
買
い
物
な
ど
の
送

迎
な
ど
の
べ
67
人
３
２
３
回
の
送
迎
を
行

い
ま
し
た
。

担
い
手
・
会
員
を
募
集

●

生
活
サ
ポ
ー
ト
と
福
祉
有
償
運
送
の
担

い
手
を
募
集
中
で
す
。
ぜ
ひ
担
い
手
に
。

生
活
支
援
は
、
あ
な
た
の
「
で
き
る
こ
と
」

が
役
に
た
ち
ま
す
。
福
祉
有
償
運
送
の
運

転
は
、
２
日
間
の
講
習
修
了
が
必
須
で
す

（
受
講
料
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
で
負
担
し
ま
す
）
。

●

会
員
募
集
中

正
会
員
で
も
賛
助
会
員
で
も
入
会
金
千

円
の
み
で
会
費
は
要
り
ま
せ
ん
。

●

西
濃
た
す
け
あ
い
に
ご
寄
付
を

こ
れ
ま
で
に
大
勢
の
方
か
ら
寄
付
が
寄

せ
ら
れ
、
活
動
を
進
め
る
た
め
の
財
源
の

一
部
に
な
っ
て
い
ま
す
。
金
額
の
多
少
に

か
か
わ
ら
ず
、
寄
付
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

車
椅
子
乗
降
対
応
の
福
祉
車
両
を

譲
っ
て
い
た
だ
け
ま
せ
ん
か

使
わ
な
く
な
っ
た
福
祉
車
両
を
お
持
ち

の
方
、
ご
連
絡
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
問
合
せ
・
利
用
連
絡
先
】

０
８
０
・
３
６
４
５
・
３
２
６
８

（
担
当

山
口
）

※
受
付
は
平
日
午
前
中
で
す
。

※
土
・
日
・
祝
日
・
お
盆
・
年
末
年
始

は
休
み
ま
す
。

グラウンドゴルフで
楽しく健康づくり

実施日 11月18日(金) 21日(月) 29日(火)
実施日 12月5日(月) 15日(木) 20日(火)
時 間 12時半から

場 所 三城公園 ソフトボール場

問合せ・申込先

河村秀一 090-5450-3227

健康委員会

みんなでノルディックウォーキング

日 時 11月20日（日） 10時～11時30分
場 所 曽根城公園集合 大島堤防を歩きます
講 師 柳 幸治 さん

全日本ノルディックウォーク連盟指導部講師

持 ち 物 ノルディックウォークのポール

タオル、マスク、飲み物

問合せ・申込先 西濃医療生協健康委員会

TEL 0584-92-3268 FAX 0584-93-1169

または 090-4860-4505（齋藤）

四季の路から美濃路を歩く

日 時 11月29日（火） 9:30～11:30
場 所 結びの地から四季の路～美濃路を歩き、

結びの地までを一周
問合せ・申込先

西濃医療生協健康委員会

TEL 0584-92-3268

または 090-1989-4254（松岡）

※詳しくは、折り込みチラシをご覧ください。

スクエアステップ体験会

日時 2023年1月11日（水）
10:00～11:30

場所 西部研修センター
定員 30名
参加無料です。どなたでも参加できます。

問合せ・申込先

医療生協・本部 0584-92-3268

参加申込みは12月10日(土)までに

※詳しくは、折り込みチラシをご覧ください。

【組合員活動部より】

西濃医療生協では「健康で長生き」
の願いを実現しようと仲間といっしょ
に活動し、その一部を本紙で紹介し
ています。11支部・30班は、毎月、
健康サロンやスクエアステップ、ウォー
キング、高齢者にやさしいヨガ教室
など行っています。

お気軽に組合員活動部へお問い合
わせください。
本部 電話 0584-92-3268
担当・松岡 090-1989-4254
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※日程は変更する場合もあります。詳細は、問合せ先までお問合せください。

赤坂支部 健康サロン
介護の世話にならないために-３回目-

～膝痛・腰痛予防について～

日時 11月17日（木） 10:00～11:30
場所 岐阜大学旧早野邸セミナーハウス

大垣市昼飯町1777 TEL 0584-71-0151

講師 理学療法士 堀向 新之介 さん

しずさと診療所リハビリテーション科
講師による三線、島唄などの披露があります。ご期待を

問合せ先 宇津91-2379 大谷91-6049 高瀬71-4409

赤坂支部 紅葉ハイキング
日時 11月19日（土）10:00より

お弁当持参 雨天中止
場所 金生山明星輪寺境内廻り

集合場所は、赤坂地区センター南側駐車場。時間

迄に駐車場へお越しください。※申し込み不要。

（6～7面）健康講座・班会など

のご案内 どなたでも参加できます

日にち 11月14日(月） 雨天中止
場 所 山本山から片山集落まで

山本山(324m)から尾根経由、湖岸の片山集落ま

で、紅葉を楽しみながら山頂からは琵琶湖・竹

生島の絶景を望む

健脚度 初級の上 歩行時間 ４時間
集合場所・時間 しずさと診療所 ７:30
持 物 弁当、お茶(500ml×2本)

雨具、杖など
会 費 200円＋交通費600円
問合せ 梅村民雄 090-4232-9057

杉野茂樹 0584-34-1817

※12月～２月の期間はお休みします。

日にち 11月21日(月）雨天の場合11月28日(月)
場 所 みかん狩り（南濃町）

木曽三川公園(海津市)から対岸の船頭平公園

(愛知県立田市)までの５Kmをウォーキング。午

後は南濃町のみかん園へ移動し、みかん狩りを

楽しみます。

集合場所・時間 しずさと診療所 ８:30
持 物 弁当、水筒、雨具、防寒具、運動靴
会 費 200円＋交通費300円＋みかん狩り500円
問合せ 杉野茂樹 0584-34-1817

梅村民雄 090-4232-9057
＜12月の予定＞ 12月12日(月) お千代保稲荷（平
田町）。輪之内にある乙姫公園に駐車し、お千代保
稲荷までウォーキングします。

大垣西支部班会のお知らせ

楽らく広場

第１土曜日13時半～15時 南徳光公民館
健康講座体操などテーマは皆で決めます。

スクエアステップ長松班

第１水曜日10時～11時半 長松公民館上（かみ）

楽らく広場スクエアステップ班

第３火曜日10時～11時半 南徳光公民館

西支部以外の方もお気軽にご参加ください。

大垣南支部 健康講座“おしえて！介護のこと”

日時 12月８日（木）10:00～11:30
場所 江東地区センター
講師 中村由美子さん（元職員。看護師・ケアマネジャー）

※資料の準備がありますので事前に連絡をいただけ

ると幸いです。

問合せ先 黒田 090-8555-0817

不破支部 ウォーキング秋の関ケ原古戦場を歩く

日 時 11月27日（日）9:30～11:30 雨天中止
集合場所 関ケ原ふれあいセンター正面玄関駐車場
問合せ・申込先

伊藤 22-5719 山河 22-4316

西濃南部支部

恒例となりました「みかん狩り」を今年も計画し

ました。例年、家族での参加もあり楽しみにしてお

られる方もいます。紅葉と眼下に濃尾平野を眺めなが

らのウオーキングも好評です。

日にち 11月23日（水・祝） 小雨決行
集合場所 ①養老町中央公民館 ９:15

※時間厳守でお願いします
集合場所 ②現地集合 南濃町の木村さん宅 10:00
持 ち 物 おにぎり、お茶、軍手など

参加希望の方は11月20日まで

に下記に申し込み下さい。

林 0584-45-3102

木村 0584-56-0876
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西濃医療生協のホームページで機関紙「げんき」のバックナンバーをＰＤＦファイルでご覧いただけます。 http://seinou.coop/

＜医療・介護のお問い合わせは＞

▼しずさと診療所
診療 電話 0584-93-1170 FAX 0584-93-1169
リハビリ 電話 0584-93-1179 FAX 0584-93-1169
〒503-0982 大垣市久徳町153-1

▼デイサービスひのき
電話 0584-93-0310 FAX 0584-93-0311
〒503-0981 大垣市桧町706

▼介護センターしずさと
電話 0584-91-3912 FAX 0584-93-1151
〒503-0981 大垣市桧町1452
・介護支援センター 0584-93-1171
・デイサービスセンター 0584-93-1172
・訪問看護ステーション 0584-93-1173
・ショートステイ 0584-93-1175

▼しずさと介護支援センター不破事業所
電話 0584-71-7311
〒503-2100 不破郡垂井町地蔵1-105

月 火 水 木 金 土

8～9時 検査 柄澤 柄澤 ー 柄澤 柄澤 ー

9～12時

第一診察室 柄澤 柄澤 柄澤 柄澤 阿川 ※２

第二診察室 岡野 岡野 岡野※ 岡野 岡野 ー

第三診察室 粕谷 ー 粕谷 ー ※１ ー

14～17時 訪問診療
柄澤
岡野

柄澤
岡野

柄澤
岡野

柄澤
岡野

柄澤
岡野

17～19時 第一診察室 岡野 泉 柄澤

※１ 金曜日の第３診察室
柄澤医師が検査(胃カメラ・エコー)を行います。

※２ 土曜日の診察
第２・４は岡野医師が担当します。

第１・５は柄澤医師が担当します。

第３は松井医師が担当します。

※水曜日午前の第２診察室
岡野医師が循環器専門外来を担当します。

しずさと診療所 診療案内
内科・外科・整形外科・リハビリテーション

◎医師

在宅医療に関心のある方
◎常勤薬剤師・非常勤薬剤師

夜診療の勤務ができる方
◎常勤訪問看護師

◎非常勤作業療法士

◎常勤介護支援専門員（ケアマネジャー）

詳細は、西濃医療生協中村まで
電話 ０５８４-９２-３２６８

西濃医療生協で、一緒に働く仲間
をご紹介いただけませんか？ 新

入
職
員
員
紹
介

し
ず
さ
と
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

居
宅
介
護
支
援
専
門
員

（
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
）

佐
竹
麻
里

さ
た
け

ま

り

10
月
１
日
に
し

ず
さ
と
介
護
支
援

セ
ン
タ
ー
に
入
職

し
ま
し
た
。

方
向
音
痴
の
た
め
道
を
覚
え
る
こ
と
に

四
苦
八
苦
し
て
い
ま
す
。

住
み
慣
れ
た
地
域
で
皆
様
が
安
心
し
て

暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
気
持
ち
に

寄
り
添
っ
た
支
援
を
大
切
に
し
て
い
き
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

多重債務（破産・再生・任意整理）、離婚・

親権、遺産相続、交通事故、労働災害、

医療事故、消費者被害、損害賠償など。

提携弁護士がご相談をお聞きします。

日時： 12月８日(木) １月12日(木）

場所：しずさと診療所内
○相談時間：午後２時～３時

１件あたり30分

○事前申込みが必要です。

本部電話 0584-92-3268

診療所・介護事業所の草取りボラ
に皆さまのご協力お願いします

日 時 11月27日(日）８:00～
※雨天の場合12月４日(日)

集合場所 しずさと診療所

問合せ先 正岡礼子 0584-27-5957

【機関紙編集委員会より】

『げんき』をいつもお読みいただきありがとうご

ざいます。医療や介護、身近にあったことなど、機

関紙『げんき』への投稿をお待ちしています。

投稿は、郵送、メール、ＦＡＸでお送りください。


